
）がある。（順位4位
他市との ）
比較検証 豊田市に鞍ケ池公園（東海環状自動車道　鞍ケ池パーキングエリア）がある。（―）

亀山市に亀山サンシャインパーク(県施設)(東名阪自動車道　亀山パーキングエリア)がある。（―）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 64,352 51,114 311,592 581,517 合計 311,591,922 円
需用費 35,070 円

財
　
源

特定財源 5,000 0 40,000 38,400 委託料 3,318,000 円
公有財産購入費

一般財源 59,352 51,114 271,592 543,117 300,137,991 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 4,307 14,148 10,941 11,798 交付金 3,696,000 円
補償、補填及び賠

総事業費（①＋②） 68,659 65,262 322,533 593,

Ｄ

315 償金 4,404

　

,861 円

建
設
事
業

　

全体事業費（単位：千

　

円） 17,784,0

Ｏ

89 ２５年度特定財源

　

名称

２５年度迄の累積

　

事業費 8,445,3

∧

82 社会資本整備総合

　

交付金（国
）

２７年度

　

以降の事業費見込 8,

実

757,190

　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 公

刈

園の整備・改善

目
　
　

谷

　
的

  伊勢湾岸自動

市

車道の刈谷パーキング

事

施設と

主
た
る
内
容

○第

務

二期整備区域（約8.

事

2ha）遊園施設、林

業

間
一体となった新たな

評

アミューズメント空間

価

の 　遊具、園路、大型

シ

複合遊具、駐車場
創出

ー

を行い、合わせて岩ケ

ト

池や周辺の森林を ○第

（

三期整備区域（約5.

様

4ha）かきつばた園

式

、
活かした「自然とふ

１

れあい、遊び、学ぶ」

）

場 　八橋、園路、駐車

会

場
を創出する。

位
置
づ

計

け

関連計画 第2次緑の

名

基本計画　刈谷レスト

担

ラーレ基本構想　第2

当

次観光推進基本計画

根

部

拠法令 都市公園法

対象

都

者 市民 事業期間 平成５

市

年度 ～ 平成３５年度

実

整

施方法 ■直営　■委託

備

　□指定管理　□補助

部

・助成　■その他

一般会計
岩ケ池公園

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

整

３年度実績 ２４年度実

備

績 ２５年度実績 ２６年

事

度計画

大型有料遊具設

業

置工事 ・都市計画変更

担

・用地購入 ・用地購入

当

・物件移転補償 ・物件

課

移転補償
・用水管移設

公

設計業務委託負 ・大型

園

有料遊具整備
　担金

　

緑

用地購入（刈谷市土地

地

開発公社買戻し分）及

課

び愛知用水土地改良区

款

との実施設計業務委託

項

負担金協定業務完了。

目

成果

(できたこと)

 

担

用地購入の進捗
課題

(

当

できなか 

 ったこと

係

)

指標名称（単位）
実

工

績値 目標値

２３年度 ２

務

４年度 ２５年度 ２６年

係

度 ２８年度

活動 市民1

8

人当たりの公園面積（

4

㎡） 8.52 8.47

5

8.72 8.72 8.8
指標
成果 東海3県主要集客施設集客順位（位） 2 2 2 2 2
指標 （三菱ＵＦＪﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ調べ）

各務原市に国営木曽三川公園（国施設）（東海北陸自動車道　川島パーキングエリア



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　年間800万人を超える利用者があ

平

る刈谷ハイウェイオア

成

シ
・法的業務

高い
スと

２

して、より多くの人々

６

の利用に対して魅力的

年

な空間づ
必要性 ・市民

度

ニーズ、社会需要 くり

　

を目指しており、利便

刈

性の向上を図る上で必

谷

要である
・市民生活上

市

必要である　など 。

　

事

公園利用者に必要な施

務

設であり、公園施設と

事

して駐車場
・コストの

業

節減、費用対効果
高い

評

整備を進める。
効率性

価

・執行体制の効率性
・

シ

手段の最適性　など

　

ー

第2次刈谷市緑の基本

ト

計画に拠点となる緑の

（

充実のため、
・市が主

様

体となって実施する
高

式

い
周辺の自然環境やパ

２

ーキングエリアの機能

）

を生かし、レク
妥当性

会

　べき事業であるか リ

計

エーション拠点として

名

の機能の充実が位置付

担

けられてい
・総合計画

当

との整合性　など る。

部

　年間800万人を超

都

える利用者がある刈谷

市

ハイウェイオアシ

施策

整

への ・施策への貢献度

備

高い
スとして、交流が

部

広がる拠点としてさま

一

ざまな出会いを創
・目

般

標達成度 出している。

会

貢献度 ・市民サービス

計

への効果　など

今後の

岩

方向性 ■拡充　□現状

ケ

維持　□改善・効率化

池

　□縮小　□終期設定

公

　□休止・廃止

　都市

園

決定面積約41.4h

整

aの内、開設面積約1

備

0.9haであり、今

事

後も整備を推進してい

業

く必要がある。

担当課 公

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

園

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

緑

　
価
　
∨

地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



09 33,495 0 合計 33,495,000 円
委託料 33,495,000 円

財
　
源

特定財源 0 2,340 16,499 0

一般財源 0 2,469 16,996 0

職員人件費　② 0 1,061 2,314 0

総事業費（①＋②） 0 5,870 35,809 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 官民連携基盤整備推進支援調
査費補助金（国）

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 都

度

市環境

基本施策 低炭素

　

社会
施策体系

施策の内

刈

容 エネルギーの有効利

谷

用

目
　
　
　
的

  岩ケ

市

池公園を災害時の一時

事

避難場所や災害

主
た
る

務

内
容

  再生可能エネ

事

ルギーの導入やその電

業

力を活
復旧時の輸送拠

評

点としての機能強化を

価

図る。 用した充電ステ

シ

ーションの設置等を行

ー

う。

位
置
づ
け

関連計画

ト

刈谷市環境基本計画　

（

刈谷市環境都市アクシ

様

ョンプラン

根拠法令

対

式

象者 市民 事業期間 平成

１

２４年度 ～ 平成２５年

）

度

実施方法 ■直営　■

会

委託　□指定管理　□

計

補助・助成　□その他

名 担当部 都市整備部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

一

績

２３年度実績 ２４年

般

度実績 ２５年度実績 ２

会

６年度計画

 ・再生エ

計

ネルギー導入調査委 ・

再

太陽光発電及び普通充

生

電ス 　
 　託 　テーシ

可

ョン設置 　
 ・実証実

能

験 　
 　
　　　―――

エ

――――　　　 　　　

ネ

―――――――

再生可

ル

能エネルギー（太陽光

ギ

発電）設置、普通充電

ー

ステーション設置及び

推

実証実験完了

成果

(で

進

きたこと)

課題

(でき

事

なか 

 ったこと)

指

業

標名称（単位）
実績値

担

目標値

２３年度 ２４年

当

度 ２５年度 ２６年度 ２

課

８年度

成果 太陽光発電

公

システム出力数（kW

園

） ― 0 10 10 ―
指標

緑

指標
平成24年度に岐

地

阜県揖斐郡揖斐川町の

課

道の駅「星のふる里ふ

款

じはし」で同様な実証

項

実験を実施
他市との
比

目

較検証

担当係 工務係

8 4

Ｃ
　
事
　
業
　

5

コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 4,8



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　災害時の電力途絶時に一次

平

避難所の情報提供機能

成

等避難
・法的業務

高い

２

所機能を維持するため

６

必要な設備の実証実験

年

である。
必要性 ・市民

度

ニーズ、社会需要
・市

　

民生活上必要である　

刈

など

　官民連携の一環

谷

として民間の施設に太

市

陽光パネルを設置
・コ

事

ストの節減、費用対効

務

果
普通

するものであり

事

、設置費のみで整備で

業

きる。
効率性 ・執行体

評

制の効率性
・手段の最

価

適性　など

　公園利用

シ

者及び高速道路利用者

ー

からの避難者へ対応可

ト

能
・市が主体となって

（

実施する
高い

な施設整

様

備の実証実験として必

式

要である。
妥当性 　べ

２

き事業であるか
・総合

）

計画との整合性　など

会

　再生可能エネルギー

計

の転換や環境効果を全

名

国に向けてＰ

施策への

担

・施策への貢献度
高い

当

Ｒできる。
・目標達成

部

度
貢献度 ・市民サービ

都

スへの効果　など

今後

市

の方向性 □拡充　□現

整

状維持　□改善・効率

備

化　□縮小　■終期設

部

定　□休止・廃止

　平

一

成25年度で太陽光発

般

電及び普通充電ステー

会

ションは設置及び実証

計

実験は完了する。

再生可能

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

エ

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

ネ

評
　
価
　
∨

ルギー推進事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



標
成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 70.3 ― 75.0 76.0
指標

　西尾市では、隅櫓、鍮石門が復元整備されており、平成26年春に天守台石垣及び丑寅櫓石垣が復元整備さ
他市との れた。
比較検証 　岡崎市では、岡崎公園内に隅櫓を休憩施設として復元整備している。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 87,807 107,626 165,901 合計 107,626,050 円
委託料 7,665,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 10,000 10,400 工事請負費 99,961,050 円

一般財源 0 87,807 97,626 155,501

職員人件費　② 0 8,489 2,665 2,125

総事業費（①＋②） 0 96,296 110,291 168,026

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 1,880,821 ２５年度特定財源名称

２５年

Ｄ

度迄の累積事業費 26

　

4,544 社会資本整

　

備総合交付金（国
）

２

　

７年度以降の事業費見

Ｏ

込 1,450,376

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 教育文化

基

度

本施策 歴史・文化財
施

　

策体系
施策の内容 刈谷

刈

城址の整備

目
　
　
　
的

谷

  老朽化の激しい園

市

内施設の更新、老木と

事

な

主
た
る
内
容

○老朽化

務

施設の更新
った桜の土

事

壌改良、樹木の伐採、

業

歴史的建造 ○既存桜の

評

土壌改良
物の整備など

価

を行い、本市の歴史や

シ

文化に触 ○歴史的建造

ー

物の整備
れることので

ト

きる開放的で心地の良

（

い空間の
創出を図る。

様

位
置
づ
け

関連計画 第2

式

次緑の基本計画　第2

１

次観光推進基本計画

根

）

拠法令 都市公園法

対象

会

者 市民 事業期間 平成２

計

０年度 ～ 平成３２年度

名

実施方法 ■直営　■委

担

託　□指定管理　□補

当

助・助成　□その他

部 都市整備部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

計

２３年度実績 ２４年度

亀

実績 ２５年度実績 ２６

城

年度計画

(亀城公園整

公

備事業にて実施) ・第

園

一工区 ・第一工区 ・第

再

一工区
・第一工区 　公

整

園再整備工事 　公園再

備

整備工事 　公園再整備

事

工事
　公園再整備工事

業

　　園路広場整備 　　

担

園路広場整備 　　園路

当

広場整備
　　桜の植え

課

替え 　　雨水排水路整

公

備 　　駐車場整備　　

園

　　等 　　駐輪場整備

緑

　　　　等
　　土壌改

地

良 　　水道施設整備 ・

課

第二工区 ・第二工区
　

款

　トイレ設置 　　電気

項

設備整備　　　等 　　

目

発掘調査 　　発掘調査

担

・第二工区 ・第二工区

当

　歴史的建造物基本計

係

画 　　歴史的建造物基

工

本計画
　既存資料調査

務

 
 

　市内で最も古い

係

亀城公園を、再整備に

8

より桜の名所としての

4

再整備を行った。

成果

5

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 桜まつりの来園者数（人） 36,650 44,250 45,510 47,200 47,200
指



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　刈谷城址であり、桜の名所として市

平

民に親しまれる公園
・

成

法的業務
高い

であり、

２

歴史的な景観を重視し

６

た城址公園として再整

年

備す
必要性 ・市民ニー

度

ズ、社会需要 ることと

　

ともに機能拡充を図る

刈

必要がある。
・市民生

谷

活上必要である　など

市

　老朽化した施設等の

事

更新や隅櫓等の復元整

務

備であり、公
・コスト

事

の節減、費用対効果
普

業

通
園利用者の安全な利

評

用及び市のシンボルと

価

して魅力向上に
効率性

シ

・執行体制の効率性 必

ー

要である。
・手段の最

ト

適性　など

　緑の基本

（

計画に拠点となる緑の

様

充実において刈谷城の

式

復
・市が主体となって

２

実施する
高い

元による

）

シンボルづくりが望ま

会

れている。
妥当性 　べ

計

き事業であるか
・総合

名

計画との整合性　など

担

　刈谷城を歴史的シン

当

ボルとしてまた観光資

部

源として活用

施策への

都

・施策への貢献度
高い

市

や利用増進が期待でき

整

る。
・目標達成度

貢献

備

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

一

性 ■拡充　□現状維持

般

　□改善・効率化　□

会

縮小　□終期設定　□

計

休止・廃止

　第一工区

亀

の公園再整備を推進す

城

ると供に、第二工区の

公

歴史的建造物の復元整

園

備に向けて発掘調査等

再

事業を推進する
。

整備事業

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

担

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

当

評
　
価
　
∨

課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



76
指標

市民1人当たりの公園面積（平成24年度末）
他市との 市内　　　　：8.47㎡、県下51市町村中15番目（西三5市中1位）
比較検証 市街化区域内：5.40㎡、県下51市町村中15番目（西三5市中安城市に次いで2位）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 64,345 58,087 0 合計 58,086,950 円
役務費 23,000 円

財
　
源

特定財源 0 28,200 19,350 0 工事請負費 57,347,850 円
備品購入費 716,100 円

一般財源 0 36,145 38,737 0

職員人件費　② 0 2,476 3,928 0

総事業費（①＋②） 0 66,821 62,015 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 121,754 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 121,754 社会資本整備総合交付金（国
）

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 公

刈

園の整備・改善

目
　
　

谷

　
的

　市中心部の緑の

市

創出を図るとともに、

事

災害

主
た
る
内
容

公園整

務

備　約3,200㎡
時

事

の様々な復旧支援活動

業

が行える広場を整備 広

評

場整備　約3,100

価

㎡
し、防災力の強化を

シ

図る。 計　　　　約6

ー

,300㎡
主な防災機

ト

能
・マンホールトイレ

（

　10基
・かまどベン

様

チ　２基
・耐震性貯水

式

槽　１基
・ソーラー照

１

明　１基

位
置
づ
け

関連

）

計画 第2次緑の基本計

会

画 地域防災計画

根拠

計

法令 都市公園法

対象者

名

市民 事業期間 平成２１

担

年度 ～ 平成２５年度

実

当

施方法 ■直営　■委託

部

　□指定管理　□補助

都

・助成　□その他

市整備部

一般会計
大

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

手

３年度実績 ２４年度実

公

績 ２５年度実績 ２６年

園

度計画

都市計画変更 公

等

園・広場整備 公園・広

整

場整備 　
・敷地造成 ・

備

電気設備 　
・給水設備

事

・園路広場整備 　
・排

業

水設備 ・サービス施設

担

整備 　
・電気設備 ・管

当

理施設整備 　　　――

課

―――――
・防災設備

公

・防災施設整備
・耐震

園

性貯水槽整備 ・建築施

緑

設組立設置

公園整備が

地

完了し、市中心部に災

課

害時の復旧支援活動の

款

拠点が整備された。

成

項

果

(できたこと)

地域

目

防災計画に災害時のボ

担

ランティア等の復旧支

当

援活動拠点として位置

係

づけられているため、

工

今後の効果的な利活用

務

に向
課題

けた様々な取

係

組・広報が求められる

8

。
(できなか 

 った

4

こと)

指標名称（単位

5

）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 市民1人当たりの公園面積（㎡） 8.52 8.47 8.72 8.72 8.8
指標
成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 70.3 ― 75.0



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市街地の貴重な緑地、災害時の様々

平

な復旧支援活動用地
・

成

法的業務
高い

となる広

２

場として必要である。

６

必要性 ・市民ニーズ、

年

社会需要
・市民生活上

度

必要である　など

　市

　

民会館跡地を利用して

刈

の整備するため、用地

谷

費が不要
・コストの節

市

減、費用対効果
高い

で

事

あり、大幅なコストの

務

縮減が図られる。また

事

、刈谷市民
効率性 ・執

業

行体制の効率性 ボラン

評

ティア活動センターと

価

近接しており、効率的

シ

復旧活
・手段の最適性

ー

　など 動支援が行える

ト

。

　旧市民会館跡地の

（

活用として「市街地の

様

緑地の確保と災
・市が

式

主体となって実施する

２

高い
害時の復旧支援活

）

動用空地の整備」が位

会

置づけられている
妥当

計

性 　べき事業であるか

名

。
・総合計画との整合

担

性　など

　芦野公園に

当

替わる街区公園であり

部

、災害時に防災機能を

都

施策への ・施策への貢

市

献度
高い

結する一次避

整

難場所として寄与する

備

。
・目標達成度 　総合

部

計画の位置に直結した

一

事業であり、整備によ

般

る貢献
貢献度 ・市民サ

会

ービスへの効果　など

計

度が非常に高い。

今後

大

の方向性 □拡充　□現

手

状維持　□改善・効率

公

化　□縮小　□終期設

園

定　■休止・廃止

等整備事

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

業

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

担

評
　
価
　
∨

当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



と思う市民の割合(％) ― 50.4 ― 60.0 62.0
指標

豊田市では、市内の小中学校等に災害用トイレを34箇所整備しています。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 13,843 27,760 18,000 合計 27,759,900 円
工事請負費 24,895,500 円

財
　
源

特定財源 0 5,900 10,950 9,000 備品購入費 2,864,400 円

一般財源 0 7,943 16,810 9,000

職員人件費　② 0 2,476 2,876 1,612

総事業費（①＋②） 0 16,319 30,636 19,612

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 73,746 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 48,505 社会資本整備総合交付金（国
）

２７年度以降の事業費見込 7,241

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 防災
施策体系

施策

　

の内容 防災体制の充実

刈

目
　
　
　
的

　「刈谷市

谷

地域防災計画」に位置

市

づけられた

主
た
る
内
容

事

　「刈谷市地域防災計

務

画」に位置づけられた

事

公園の防災機能の向上

業

を図る。 公園に、災害

評

時に備え、仮設トイレ

価

、かまど
ベンチ及びソ

シ

ーラー照明を設置する

ー

。

位
置
づ
け

関連計画 地

ト

域防災計画

根拠法令

対

（

象者 市民 事業期間 平成

様

２０年度 ～ 平成２６年

式

度

実施方法 ■直営　■

１

委託　□指定管理　□

）

補助・助成　□その他

会計名 担当部 都市整

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

備

績

２３年度実績 ２４年

部

度実績 ２５年度実績 ２

一

６年度計画

 ・マンホ

般

ールトイレ　各10基

会

・マンホールトイレ　

計

各10基 ・マンホール

震

トイレ　　10基
 ・

災

かまどベンチ　　　各

対

 2基 ・かまどベンチ

策

　　　各 2基 ・かま

整

どベンチ　　　　 2

備

基
 ・防災備蓄倉庫　

事

　　各 1基 ・防災備

業

蓄倉庫　　　各 1基

担

・防災備蓄倉庫　　　

当

　 1基
 （日高公園

課

、猿渡公園） （小垣江

公

公園、原崎公園、青 （

園

ﾌﾛｰﾗﾙｶﾞｰﾃﾞ

緑

ﾝよさみ）
　　　――

地

―――――　　　 　山

課

公園、岩ケ池公園）　

款

・ソーラー照明設置　

項

　10基
（ﾌﾛｰﾗﾙ

目

ｶﾞｰﾃﾞﾝよさみ、

担

野田公
　園、猿渡公園

当

、小垣江公園､
　大手

係

公園、原崎公園、日高

工

　公園、青山公園、狩

務

野公園､
　岩ケ池公園

係

）
小垣江公園、原崎公

8

園、青山公園、岩ケ池

4

公園に仮設トイレ、か

5

まどベンチを設置した。

成果

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 仮設トイレ、かまどベンチ設置済公園数（箇所） 3 6 10 11 ―
指標
成果 災害に強いまち



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　災害時における一時的な緊急避難機能

平

が充実し、市民の
・法

成

的業務
高い

安全が確保

２

される。
必要性 ・市民

６

ニーズ、社会需要
・市

年

民生活上必要である　

度

など

　既設又は新設の

　

公園に整備するもので

刈

あり、計画的に整
・コ

谷

ストの節減、費用対効

市

果
高い

備できる。
効率

事

性 ・執行体制の効率性

務

・手段の最適性　など

事

　地域防災計画に位置

業

付けられており、災害

評

時に防災機能
・市が主

価

体となって実施する
高

シ

い
する施設の整備とし

ー

て必要である。
妥当性

ト

　べき事業であるか
・

（

総合計画との整合性　

様

など

　防災機能を有す

式

る公園の整備水準の向

２

上が図られる。

施策へ

）

の ・施策への貢献度
高

会

い
　災害時の防災機能

計

を有する一次避難場所

名

として寄与する
・目標

担

達成度 。
貢献度 ・市民

当

サービスへの効果　な

部

ど

今後の方向性 □拡充

都

　■現状維持　□改善

市

・効率化　□縮小　□

整

終期設定　□休止・廃

備

止

　平成26年度は、

部

フローラルガーデンよ

一

さみに仮設トイレ、か

般

まどベンチを設置し、

会

また、フローラルガー

計

デンよさ
み及び既設の

震

仮設トイレ及びかまど

災

ベンチが設置された公

対

園9箇所にソーラー照

策

明を設置を行う。

整備事業

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

担

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

当

評
　
価
　
∨

課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



　本事業の民有地緑化への補助対象が、比較的規模の大きなものであることから、補助対象の規模が小さい民有地緑化推
課題

進事業に比べて申請、相談件数が少ない。
(できなか 

　今後、大規模な緑化事業を行えるような敷地を有する市内事業所等を中心に、啓発活動を実施していく必要がある。
 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 緑や自然を身近に感じることができると思う市民の ― 65.7 ― 67.0 67.6
指標 割合（％）
成果 自宅の敷地などの緑化に努めている市民の割合（％ ― 66.5 ― 76.0 76.8
指標 ）

　あいち森と緑づくり都市緑化推進事業を活用した緑化補助事業は、都市緑化の普及啓発を主な目的として
他市との 、愛知県内で平成25年度に203件実施実績がある。
比較検証 　また、並木道（街路樹）の再生は、愛知県内で平成25年度に81件実施実績がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円

Ｄ

２３年度 ２４年度 ２５

　

年度 ２６年度 ２５年度

　

（決算） （決算） （決

　

算） （予算） 事業費内

Ｏ

訳

事業費　① 11,5

　

44 14,482 19

　

,831 17,000

∧

合計 19,831,0

　

00 円
工事請負費 9

　

,933,000 円

実

財
　
源

特定財源 11,

　

544 13,346 1

　

9,698 15,20

施

0 負担金、補助及び
交

　

付金 9,898,00

　

0 円

一般財源 0 1,

∨

136 133 1,800

職員人件費　② 2,154 2,653 2,805 2,931

総事業費（①＋②） 13,698 17,135 22,636 19,931

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 あいち森と緑づくり都市緑化
推進事業費補助金

２７年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 緑

刈

化の推進

目
　
　
　
的

　

谷

緑は人々に潤いと安ら

市

ぎを与えてくれると

主

事

た
る
内
容

　愛知県が行

務

う「あいち森と緑づく

事

り都市緑
ともに、環境

業

の改善に資するなど重

評

要な役割 化推進事業」

価

を活用し、民有地で行

シ

う比較的
を果たすので

ー

、民有地の緑化事業及

ト

び街路樹 規模の大きな

（

生垣設置及び屋上、壁

様

面、空地
の再生に関す

式

る事業を行い、市民の

１

緑化意識 緑化（生垣5

）

0ｍ以上、屋上、壁面

会

、空地100㎡
及び市

計

内の緑化向上を図る。

名

以上）に対して補助を

担

行う。
　また、街路樹

当

の植替え工事を行う。

部

位
置
づ
け

関連計画 第2

都

次緑の基本計画

根拠法

市

令 あいち森と緑づくり

整

都市緑化推進事業交付

備

金交付要綱他

対象者 市

部

民、事業者 事業期間 平

一

成２１年度 ～

実施方法

般

■直営　□委託　□指

会

定管理　■補助・助成

計

　□その他

緑の街並み推進事

Ｂ
　
事

業

　
業
　
実
　
績

２３年度

担

実績 ２４年度実績 ２５

当

年度実績 ２６年度計画

課

・民有地の大規模緑化

公

・民有地の大規模緑化

園

　2件 ・民有地の大規

緑

模緑化　3件 ・民有地

地

の大規模緑化　2件
　

課

3件(壁面緑化、空地

款

緑化) 　（壁面緑化、

項

空地緑化）   （空地

目

緑化） ・街路樹の再生

担

・街路樹の再生 ・街路

当

樹の再生 　主要地方道

係

刈谷大府線（城
　市道

業

2-232号線(相生

務

町地内)　主要地方道

係

刈谷大府線（城 　町ほ

8

か）
  市道01-2

4

7号線(板倉町地内)

6

　町ほか）

　民有地の緑化については、大型緑化事業の申請・実施があり、一定の成果が得られている。

成果 　また、街路樹の再生については、平成25年度で市道（城町他地内）の植替え工事を実施した。

(できたこと)



 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　緑化推進都市の宣言を掲げる本市が

平

、緑創出の一環とし
・

成

法的業務
普通

て取り組

２

んでいる大規模な緑化

６

事業への補助や街路樹

年

の再
必要性 ・市民ニー

度

ズ、社会需要 生は、市

　

街地緑化の一層の推進

刈

を図るためにも必要性

谷

があ
・市民生活上必要

市

である　など る事業で

事

ある。

　県支出金など

務

助成金を積極的かつ有

事

効に利用することで
・

業

コストの節減、費用対

評

効果
普通

、市の予算で

価

行うのと同等の成果を

シ

上げることができる。

ー

効率性 ・執行体制の効

ト

率性 また、街路樹再生

（

において、生育が比較

様

的遅く、害虫に強
・手

式

段の最適性　など い樹

２

種を選定することによ

）

り、剪定や薬剤散布に

会

要する年
間維持管理料

計

の軽減が期待できる。

名

　民間が行う規模が比

担

較的大きい緑化事業や

当

、市が管理地
・市が主

部

体となって実施する
高

都

い
である街路樹の再生

市

事業には、高額な費用

整

を要するため、
妥当性

備

　べき事業であるか そ

部

の費用を補助・予算化

一

したり、統一性のある

般

樹種選定を
・総合計画

会

との整合性　など 行う

計

ためにも、市の主体的

緑

な関与が必要である。

の

　民有地の緑化事業に

街

対する補助や街路樹の

並

再生は、市民

施策への

み

・施策への貢献度
普通

推

生活や通行者の視覚に

進

潤いや癒しを与えたり

事

、市民の緑化
・目標達

業

成度 意識の高揚に働き

担

かけるもので、新たな

当

緑地の創出に貢献
貢献

課

度 ・市民サービスへの

公

効果　など するもので

園

ある。

今後の方向性 □

緑

拡充　■現状維持　□

地

改善・効率化　□縮小

課

　□終期設定　□休止

款

・廃止

　開発等による

項

市街地の多くの部分を

目

占める民有地の緑が減

担

少しているなかで、新

当

たな緑化余地の少ない

係

既成市街地
では、建築

業

物の屋上や壁面等の緑

務

化や良好な景観を形成

係

する街路樹の再生が有

8

効であると考えられる

4

。県の事業計画
では平

6

成30年度までは助成が継続されるが、その後は先行き不透明であるため、市の単独予算事業となったとしても
、事業の継続を図りたい。

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 22,583 21,144 33,198 36,248 合計 33,198,302 円
報償費 1,408,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 需用費 1,843,528 円
役務費 422,662 円

一般財源 22,583 21,144 33,198 36,238 委託料 16,467,129 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 2,154 2,476 1,859 2,455 13,056,983 円

総事業費（①＋②） 24,737 23,620 35,057 38,703

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 公園緑地・緑化
施

　

策体系
施策の内容 公園

刈

の整備・改善

目
　
　
　

谷

的

児童遊園内の施設の

市

維持管理作業を行い、

事

利

主
た
る
内
容

全39箇

務

所の児童遊園の樹木の

事

剪定、清掃、便
用者の

業

安全性の確保と快適性

評

の維持を図る。 槽保守

価

管理業務を行う。

位
置

シ

づ
け

関連計画

根拠法令

ー

児童福祉法、刈谷市児

ト

童遊園条例

対象者 市民

（

事業期間 ～

実施方法 ■

様

直営　■委託　□指定

式

管理　□補助・助成　

１

□その他

）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　

市

業
　
実
　
績

２３年度実

整

績 ２４年度実績 ２５年

備

度実績 ２６年度計画

市

部

内の児童遊園等を2区

一

域に分市内の児童遊園

般

等を2区域に分市内の

会

児童遊園等を2区域に

計

分市内の児童遊園等を

児

2区域に分
け、樹木の

童

剪定、草刈、清掃 け、

遊

園内清掃、樹木の剪定

園

、 け、園内清掃、樹木

管

の剪定、 け、園内清掃

理

、樹木の剪定、
、便所

事

管理、巡視を年間管理

業

除草、便所清掃、植栽

担

巡視を 除草、便所清掃

当

、植栽巡視を 除草、便

課

所清掃、植栽巡視を
委

公

託にて実施 年間管理委

園

託にて実施 年間管理委

緑

託にて実施 年間管理委

地

託にて実施

　児童遊園

課

等の維持管理を年間委

款

託で行い、良好な状態

項

を維持した。

成果

(で

目

きたこと)

　地域住民

担

からの要望等により、

当

需用費及び管理委託料

係

が増加傾向にある。公

管

園等愛護会により管理

理

される児童遊園が増
課

係

題
えることで経費の削

3

減につながるため、愛

2

護会制度の促進が望ま

1

れる。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 70.3 ― 75 76
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,968 3,653 3,401 4,180 合計 3,400,950 円
需用費 1,366,050 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 2,034,900 円

一般財源 2,968 3,653 3,401 4,180

職員人件費　② 2,154 2,476 1,683 1,172

総事業費（①＋②） 5,122 6,129 5,084 5,352

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 公園緑地・緑化
施

　

策体系
施策の内容 公園

刈

の整備・改善

目
　
　
　

谷

的

全39箇所の児童遊

市

園の利用者の安全性を

事

確保

主
た
る
内
容

必要に

務

応じて、児童遊園内の

事

施設全般（遊具
し、快

業

適性の向上を図る。 、

評

フェンスなど）の補修

価

を行う。

位
置
づ
け

関連

シ

計画  

根拠法令 児童福

ー

祉法、刈谷市児童遊園

ト

条例

対象者 市民 事業期

（

間 ～

実施方法 ■直営　

様

■委託　□指定管理　

式

□補助・助成　□その

１

他

）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　
業
　
実

市

　
績

２３年度実績 ２４

整

年度実績 ２５年度実績

備

２６年度計画

老朽化や

部

破損した児童遊園施 老

一

朽化や破損した児童遊

般

園施 老朽化や破損した

会

児童遊園施 老朽化や破

計

損した児童遊園施
設の

児

修繕及び補修 設の修繕

童

及び補修 設の修繕及び

遊

補修 設の修繕及び補修

園

丸田児童遊園遊具補修

補

八幡遊園フェンス修繕

修

さかえ遊園フェンス修

事

繕
吹戸緑地園路補修他

業

丸田児童遊園他遊具修

担

繕　他 井ケ谷児童遊園

当

他遊具修繕他

　児童遊

課

園施設の修繕を実施し

公

、利用者の安全性、快

園

適性を向上した。

成果

緑

(できたこと)

　施設

地

の老朽化に伴い、修繕

課

費が増加傾向にある。

款

課題

(できなか 

 っ

項

たこと)

指標名称（単

目

位）
実績値 目標値

２３

担

年度 ２４年度 ２５年度

当

２６年度 ２８年度

成果

係

公園や緑地が充実して

管

いると思う市民の割合

理

（％） ― 70.3 ― 7

係

5 76
指標

 
指標

 
他

3

市との
比較検証

2 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決



　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,602 1,960 4,284 700 合計 4,284,000 円
工事請負費 4,284,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,602 1,960 4,284 700

職員人件費　② 2,154 2,476 1,683 806

総事業費（①＋②） 7,756 4,436 5,967 1,506

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 公園緑地・緑化
施

　

策体系
施策の内容 公園

刈

の整備・改善

目
　
　
　

谷

的

児童遊園施設の安全

市

性と、来園者の利便性

事

の

主
た
る
内
容

児童遊園

務

の老朽化した施設を改

事

修するととも
向上を図

業

る。 に、新規施設を設

評

置することにより、児

価

童遊
園の安全性と利便

シ

性を高める。

位
置
づ
け

ー

関連計画  

根拠法令 児

ト

童福祉法、刈谷市児童

（

遊園条例

対象者 市民 事

様

業期間 ～

実施方法 ■直

式

営　■委託　□指定管

１

理　□補助・助成　□

）

その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　
業

整

　
実
　
績

２３年度実績

備

２４年度実績 ２５年度

部

実績 ２６年度計画

老朽

一

化した児童遊園施設の

般

改 老朽化した児童遊園

会

施設の更 老朽化した児

計

童遊園施設の更 老朽化

児

した児童遊園施設の更

童

修や新規施設の設置 新

遊

や新規施設の設置 新や

園

植栽の移設 新や植栽の

整

移設
御幸児童遊園防球

備

ネット設置 一里山児童

事

遊園照明灯設置 沖野西

業

児童遊園滑り台更新
昭

担

山児童遊園防球ネット

当

改修 花池児童遊園防球

課

ネット改修 沖野児童遊

公

園シーソー更新他
他

　

園

児童遊園施設の更新及

緑

び新規施設を設置し、

地

利用者の安全性、快適

課

性を向上した。

成果

(

款

できたこと)

　施設の

項

老朽化と、要望の多様

目

化にともない、工事費

担

が増加傾向にある。
課

当

題

(できなか 

 った

係

こと)

指標名称（単位

管

）
実績値 目標値

２３年

理

度 ２４年度 ２５年度 ２

係

６年度 ２８年度

成果 公

3

園や緑地が充実してい

2

ると思う市民の割合（

1

％） ― 70.3 ― 75 76
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事



５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 88,097 86,422 90,078 106,079 合計 90,077,862 円
役務費 4,660,341 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 85,417,521 円

一般財源 88,097 86,422 90,078 106,079

職員人件費　② 1,436 2,476 1,859 2,821

総事業費（①＋②） 89,533 88,898 91,937 108,900

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 緑

刈

地・緑道の整備

目
　
　

谷

　
的

街路樹、街園の清

市

掃及び除草、剪定等の

事

管理

主
た
る
内
容

市内1

務

04路線の街路樹、街

事

園等66箇所の樹木の

業

を行い、都市景観の維

評

持を図る。 管理
　街路

価

樹、街園の清掃、除草

シ

、剪定、その他
管理業

ー

務

位
置
づ
け

関連計画 第

ト

2次緑の基本計画

根拠

（

法令 道路法

対象者 市民

様

事業期間 ～

実施方法 □

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　

整

業
　
実
　
績

２３年度実

備

績 ２４年度実績 ２５年

部

度実績 ２６年度計画

市

一

内の街路樹、街園を5

般

区域に市内の街路樹、

会

街園を5区域に市内の

計

街路樹、街園を5区域

街

に市内の街路樹、街園

路

を5区域に
分け、維持

樹

管理を年間管理委 わけ

街

、維持管理を年間管理

園

委 わけ、維持管理を年

管

間管理委 わけ、維持管

理

理を年間管理委
託にて

事

実施 託にて実施 託にて

業

実施 託にて実施

　樹木

担

の剪定や草刈を行い、

当

良好な街路樹等の管理

課

を実施した。

成果

(で

公

きたこと)

　道路新設

園

に伴う街路樹の増加と

緑

既存樹木の成長に伴い

地

、剪定費用等管理委託

課

料が増加傾向にある。

款

課題

(できなか 

 っ

項

たこと)

指標名称（単

目

位）
実績値 目標値

２３

担

年度 ２４年度 ２５年度

当

２６年度 ２８年度

成果

係

緑や自然を身近に感じ

管

ることができると思う

理

市民の ― 65.7 ― 6

係

7 67.6
指標 割合（

8

％）
 

指標
 

他市との

4

比較検証

3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２



源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 6,534 6,781 9,534 7,200

職員人件費　② 1,436 2,476 736 1,172

総事業費（①＋②） 7,970 9,257 10,270 8,372

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 緑

刈

地・緑道の整備

目
　
　

谷

　
的

市内104路線の

市

街路樹、街園等66箇

事

所の樹木の

主
た
る
内
容

務

街路樹及び街園の樹木

事

の植替え
植替え等を行

業

い、都市景観の維持と

評

、快適な
空間の形成を

価

図る。

位
置
づ
け

関連計

シ

画 第2次緑の基本計画

ー

根拠法令 道路法

対象者

ト

市民 事業期間 ～

実施方

（

法 ■直営　■委託　□

様

指定管理　□補助・助

式

成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　

都

事
　
業
　
実
　
績

２３年

市

度実績 ２４年度実績 ２

整

５年度実績 ２６年度計

備

画

市道1-983号線

部

他の街路樹等の市道1

一

-983号線他の街路

般

樹等の市道01-30

会

号線他の街路樹等の市

計

道1-217号線他の

街

街路樹等の
補修 補修 補

路

修 補修

　枯損街路樹の

樹

補植や植替えを行い、

街

良好な街路樹を維持し

園

た。

成果

(できたこと

補

)

　街路樹等の老朽化

修

や立ち枯れ等により、

事

工事費が増加傾向にあ

業

る。
課題

(できなか 

担

 ったこと)

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

課

２３年度 ２４年度 ２５

公

年度 ２６年度 ２８年度

園

成果 緑や自然を身近に

緑

感じることができると

地

思う市民の ― 65.7

課

― 67 67.6
指標 割

款

合（％）
 

指標
 

他市

項

との
比較検証

目 担当係 管理係

8

Ｃ
　
事

4

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

3

：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,534 6,781 9,534 7,200 合計 9,534,000 円
工事請負費 9,534,000 円

財
　



職員人件費　② 0 0 2,034 806

総事業費（①＋②） 0 0 4,523 7,806

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

６

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 都市環境

基本施

度

策 公園緑地・緑化
施策

　

体系
施策の内容 緑地・

刈

緑道の整備

目
　
　
　
的

谷

シンボル的な並木道と

市

なるように、特徴のあ

事

主
た
る
内
容

沿線住民に

務

潤いを与え愛着ある街

事

路の整備を
る樹種を選

業

定し、街路樹の植替え

評

を行う。 図る。

位
置
づ

価

け

関連計画 第2次緑の

シ

基本計画

根拠法令 道路

ー

法

対象者 市民 事業期間

ト

～

実施方法 □直営　■

（

委託　□指定管理　□

様

補助・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

都

績

２３年度実績 ２４年

市

度実績 ２５年度実績 ２

整

６年度計画

　 　 市道0

備

1-20号線街路樹の

部

植替工市道01-20

一

号線街路樹の植替工
　

般

　 事他 事
　 　 　
　 　
　

会

　　――――――― 　

計

　　―――――――

食

街

害に強く、花が咲く樹

路

種を選定し、維持管理

樹

の軽減、都市景観の向

整

上に寄与した。

成果

(

備

できたこと)

人件費の

事

増加に伴い工事費が増

業

加傾向にある。
課題

(

担

できなか 

 ったこと

当

)

指標名称（単位）
実

課

績値 目標値

２３年度 ２

公

４年度 ２５年度 ２６年

園

度 ２８年度

成果 緑や自

緑

然を身近に感じること

地

ができると思う市民の

課

― 65.7 ― 67 67

款

.6
指標 割合（％）

指

項

標

他市との
比較検証

目 担当係 管理係

8 4

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

3

ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 2,489 7,000 合計 2,488,500 円
工事請負費 2,488,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 2,489 7,000



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 295,040 294,313 290,134 303,686 合計 290,133,906 円
報償費 6,197,000 円

財
　
源

特定財源 5,649 6,930 8,579 6,102 需用費 27,218,009 円
役務費 6,313,406 円

一般財源 289,391 287,383 281,555 297,584 委託料 224,572,669 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 2,154 2,830 1,859 3,920 25,389,974 円
原材料費 272,283 円

総事業費（①＋②） 297,194 297,143 291,993 307,606 補償、補填及び賠
償金 148,365 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称 公課費 22,200 円

２５年度迄の累積事業

Ｄ

費 0 公園使用料
行政財

　

産目的外使用料

２７年

　

度以降の事業費見込 0

　

自動車事故共済保険金

Ｏ

収入
施設賠償責任保険

　

金収入

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

６

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 都市環境

基本施策

度

公園緑地・緑化
施策体

　

系
施策の内容 公園の整

刈

備・改善

目
　
　
　
的

公

谷

園内の施設の維持管理

市

作業を行い、利用者

主

事

た
る
内
容

全102箇所

務

の公園の樹木の剪定、

事

清掃、便槽保
の安全性

業

の確保と快適性の維持

評

を図る。 守管理業務を

価

行う。

位
置
づ
け

関連計

シ

画  

根拠法令 都市公園

ー

法、刈谷市都市公園条

ト

例

対象者 市民 事業期間

（

～

実施方法 ■直営　■

様

委託　□指定管理　□

式

補助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

市

績

２３年度実績 ２４年

整

度実績 ２５年度実績 ２

備

６年度計画

市内の公園

部

等を13区域に分け 市

一

内の公園等を13区域

般

に分け 市内の公園等を

会

13区域に分け 市内の

計

公園等を13区域に分

公

け
、樹木の剪定、草刈

園

、清掃、 、園内清掃、

管

樹木の剪定、除 、園内

理

清掃、樹木の剪定、除

事

、園内清掃、樹木の剪

業

定、除
便所管理、巡視

担

を年間管理委 草、便所

当

清掃、植栽巡視を年 草

課

、便所清掃、植栽巡視

公

を年 草、便所清掃、植

園

栽巡視を年
託にて実施

緑

間管理委託にて実施 間

地

管理委託にて実施 間管

課

理委託にて実施

　公園

款

等の維持管理を年間委

項

託で行い、良好な状態

目

を維持した。

成果

(で

担

きたこと)

　公園数の

当

増加や地域住民からの

係

要望等により、需用費

管

及び管理委託料が増加

理

傾向にある。公園等愛

係

護会により管理され
課

8

題
る公園が増えること

4

で経費の削減につなが

5

るため、愛護会制度の促進が望まれる。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 公園や緑地が充実している思う市民の割合（％） ― 70.3 ― 75 76
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 23,880 19,904 30,185 44,000 合計 30,185,316 円
需用費 18,005,316 円

財
　
源

特定財源 0 278 0 0 工事請負費 12,180,000 円

一般財源 23,880 19,626 30,185 44,000

職員人件費　② 2,154 2,830 1,683 1,905

総事業費（①＋②） 26,034 22,734 31,868 45,905

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

６

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 都市環境

基本施策

度

公園緑地・緑化
施策体

　

系
施策の内容 公園の整

刈

備・改善

目
　
　
　
的

全

谷

102箇所の公園の利

市

用者の安全性を確保し

事

、

主
た
る
内
容

必要に応

務

じて、公園内の施設全

事

般（遊具、フ
快適性の

業

向上を図る。 ェンスな

評

ど）の補修を行う。

位

価

置
づ
け

関連計画  

根拠

シ

法令 都市公園法、刈谷

ー

市都市公園条例

対象者

ト

市民 事業期間 ～

実施方

（

法 ■直営　■委託　□

様

指定管理　□補助・助

式

成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　

都

事
　
業
　
実
　
績

２３年

市

度実績 ２４年度実績 ２

整

５年度実績 ２６年度計

備

画

老朽化や破損した公

部

園施設の 老朽化や破損

一

した公園施設の 老朽化

般

や破損した公園施設の

会

老朽化や破損した公園

計

施設の
修繕 修繕及び補

公

修 修繕及び補修 修繕及

園

び補修
洲原公園駐車場

補

車止め補修 小垣江公園

修

駐輪場修繕 狩野公園ﾃ

事

ﾆｽｺｰﾄ修繕
ふたば

業

公園ブランコ補修 末広

担

公園遊具及びベンチ修

当

繕 総合運動公園ベンチ

課

修繕
中手公園法面補修

公

他 洲原公園第5便所修

園

繕他 新田公園ベンチ修

緑

繕他

　公園施設の修繕

地

を実施し、利用者の安

課

全性、快適性を向上し

款

た。

成果

(できたこと

項

)

　施設の老朽化に伴

目

い、修繕費が増加傾向

担

にある。
課題

(できな

当

か 

 ったこと)

指標

係

名称（単位）
実績値 目

管

標値

２３年度 ２４年度

理

２５年度 ２６年度 ２８

係

年度

成果 公園や緑地が

8

充実していると思う市

4

民の割合（％） ― 70

5

.3 ― 75 76
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 74,448 77,491 79,965 77,626 合計 79,964,933 円
需用費 5,304,739 円

財
　
源

特定財源 17,021 16,750 16,097 16,535 役務費 75,094 円
委託料 74,459,500 円

一般財源 57,427 60,741 63,868 61,091 備品購入費 125,600 円

職員人件費　② 2,871 3,006 2,981 3,481

総事業費（①＋②） 77,319 80,497 82,946 81,107

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 公園

Ｄ

使用料
行政財産目的外

　

使用料

２７年度以降の

　

事業費見込 0

　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

洲原公園レクリエーション施設管理運営事

業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

６

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 都市環境

　

基本施策 公園緑地・緑

刈

化
施策体系

施策の内容

谷

公園の整備・改善

目
　

市

　
　
的

民間活力を導入

事

し、指定管理者として

務

洲原公

主
た
る
内
容

温水

事

プール、ロッジ、テニ

業

スコート・クラブ
園レ

評

クリエーション施設の

価

管理運営を一体的 ハウ

シ

ス、デイキャンプ施設

ー

を民間公募により
に行

ト

わせることにより、経

（

費の節減と利用者 選定

様

された業者により管理

式

運営を行う。
へのサー

１

ビスの向上を図る。

位

）

置
づ
け

関連計画  

根拠

会

法令 地方自治法

対象者

計

市民 事業期間 平成１７

名

年度 ～

実施方法 ■直営

担

　□委託　■指定管理

当

　□補助・助成　□そ

部

の他

都市整備部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２３年度実績 ２

担

４年度実績 ２５年度実

当

績 ２６年度計画

プール

課

利用者　62,845

公

人　 プール利用者 6

園

2,955人 プール利

緑

用者 61,607人

地

プール利用者　71,

課

000人
ロッジ利用者

款

　3,532人　　　

項

ロッジ利用者 3,7

目

48人 ロッジ利用者 

担

3,324人 ロッジ利

当

湯者　4,500人
テ

係

ニスコート利用者 2

業

0,157人テニスコ

務

ート利用者 19,5

係

66人テニスコート利

8

用者 20,389人

4

テニスコート利用者 

5

22,000人

　平成25年度としての改修工事等

成果 ・汚水処理施設(浄化槽機器修繕)

(できたこと) ・プール内ＦＲＰ修繕

・ロッジ内洗濯機、乾燥機更新

　施設がオープンして20年以上経過しており、老朽化が著しく施設内各所の改修等が必要になってきている。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



事業費内訳

事業費　① 88,683 74,196 77,721 76,728 合計 77,721,128 円
需用費 3,698,310 円

財
　
源

特定財源 10,964 11,687 14,130 13,058 役務費 65,968 円
委託料 73,956,850 円

一般財源 77,719 62,509 63,591 63,670

職員人件費　② 2,871 3,360 3,787 4,323

総事業費（①＋②） 91,554 77,556 81,508 81,051

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 都市環

度

境

基本施策 公園緑地・

　

緑化
施策体系

施策の内

刈

容 公園の整備・改善

目

谷

　
　
　
的

民間活力を導

市

入し指定管理者として

事

岩ケ池公

主
た
る
内
容

指

務

定管理者制度を導入し

事

、岩ケ池公園の管理
園

業

の管理運営を一体的に

評

行わせることにより 運

価

営全般を行う。
、経費

シ

の節減と利用者サービ

ー

スの向上を図る 　岩ケ

ト

池公園を民間公募によ

（

り選定された業
。 者に

様

より、管理運営を行う

式

。

位
置
づ
け

関連計画  

１

根拠法令 地方自治法

対

）

象者 市民 事業期間 平成

会

１６年度 ～

実施方法 ■

計

直営　□委託　■指定

名

管理　□補助・助成　

担

□その他

当部 都市整備部

一

Ｂ
　
事
　

般

業
　
実
　
績

２３年度実

会

績 ２４年度実績 ２５年

計

度実績 ２６年度計画

刈

岩

谷ハイウェイオアシス

ケ

来場 刈谷ハイウェイオ

池

アシス来場 刈谷ハイウ

公

ェイオアシス来場 刈谷

園

ハイウェイオアシス来

管

場
者数　791万人 者

理

数　827.6万人 者

運

数　824.4万人 者

営

数　830万人

　民間

事

のノウハウにより例年

業

多くの来場者数を記録

担

している。

成果

(でき

当

たこと)

　大型遊具等

課

に補修箇所が増え始め

公

、その安全な管理のた

園

めに対応が必要である

緑

。
課題

(できなか 

 

地

ったこと)

指標名称（

課

単位）
実績値 目標値

２

款

３年度 ２４年度 ２５年

項

度 ２６年度 ２８年度

成

目

果 東海3県主要集客施

担

設集客順位（位） 2 2

当

2 2 2
指標

 
指標

 
他

係

市との
比較検証

業務係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算）



スの確保が必要と考えられる。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 42,637 39,818 57,337 41,967 合計 57,336,955 円
需用費 8,001,000 円

財
　
源

特定財源 1,114 1,451 1,558 1,428 役務費 17,705 円
委託料 39,800,000 円

一般財源 41,523 38,367 55,779 40,539 工事請負費 9,518,250 円

職員人件費　② 3,948 2,299 2,981 3,481

総事業費（①＋②） 46,585 42,117 60,318 45,448

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

６

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

　

施策 公園緑地・緑化
施

刈

策体系
施策の内容 公園

谷

の整備・改善

目
　
　
　

市

的

民間活力を導入し、

事

指定管理者としてフロ

務

ー

主
た
る
内
容

指定管理

事

制度を導入し、フロー

業

ラルガーデン
ラルガー

評

デンよさみの管理運営

価

を一体的に行 よさみの

シ

管理運営全般を行う。

ー

わせることにより、経

ト

費の節減と利用者への

（

　フローラルガーデン

様

よさみを民間公募によ

式

サービスの向上を図る

１

。 り選定された業者に

）

より管理運営を行う。

会

位
置
づ
け

関連計画  

根

計

拠法令 地方自治法

対象

名

者 市民 事業期間 平成１

担

９年度 ～

実施方法 ■直

当

営　□委託　■指定管

部

理　□補助・助成　□

都

その他

市整備部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業

フ

　
実
　
績

２３年度実績

ロ

２４年度実績 ２５年度

ー

実績 ２６年度計画

フロ

ラ

ーラルガーデンよさみ

ル

来 フローラルガーデン

ガ

よさみ来 フローラルガ

ー

ーデンよさみ来 フロー

デ

ラルガーデンよさみ来

ン

場者数　78,487

よ

人 場者数　64,17

さ

4人 場者数　182,

み

404人 場者数　19

管

0,000人
（飲食店

理

、記念館、ミニＳＬ （

運

飲食店、記念館、ミニ

営

ＳＬ （プラザ、記念館

事

、ミニＳＬ （プラザ、

業

記念館、ミニＳＬ
の利

担

用者数） の利用者数）

当

の利用者数） の利用者

課

数）
イベント来客数（

公

ガーデンマ 内、イベン

園

ト来客数（ガーデ 内、

緑

イベント参加者数（ガ

地

ー
ルシェ）　約4,4

課

00人 ンマルシェ）　

款

25,981人 デンマ

項

ルシェ）　27,00

目

0人

　平成24年度か

担

らの指定管理者により

当

、多くの来園者が楽し

係

める各種イベント（ガ

業

ーデンマルシェ、文化

務

教室等）を開催

成果 し

係

た。

(できたこと)

　

8

イベント開催による駐

4

車場不足も懸念される

5

ため、臨時駐車スペー



＋②） 0 20,010 4,220 35,982

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 都

度

市環境

基本施策 公園緑

　

地・緑化
施策体系

施策

刈

の内容 公園の整備・改

谷

善

目
　
　
　
的

洲原温水

市

プール設備の老朽化に

事

より、更新す

主
た
る
内

務

容

洲原温水プールの設

事

備を定期的にメンテナ

業

ン
るものである。 スを

評

行ってきたが、プール

価

のＦＲＰ材及び更
衣室

シ

等が20年を超える使

ー

用により、経年劣化
が

ト

進んでおり設備を更新

（

するものである。

位
置

様

づ
け

関連計画

根拠法令

式

対象者 事業期間 ～

実施

１

方法 ■直営　□委託　

）

□指定管理　□補助・

会

助成　□その他

計名 担当部 都市整

Ｂ

備

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

部

年度実績 ２４年度実績

一

２５年度実績 ２６年度

般

計画

　 ボイラー更新工

会

事 バランス水槽改修工

計

事 プールＦＲＰ修繕
　

洲

ろ過装置更新工事 更衣

原

室改修工事
　 採暖室改

温

修工事
　
　　　―――

水

――――

平成25年度

プ

としての更新事業

成果

ー

・バランス水槽改修工

ル

事

(できたこと)

課題

設

(できなか 

 ったこ

備

と)

指標名称（単位）

更

実績値 目標値

２３年度

新

２４年度 ２５年度 ２６

事

年度 ２８年度

指標

指標

業

他市との
比較検証

担当課 公園緑地課

Ｃ

款

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

項

単位：千円
２３年度 ２

目

４年度 ２５年度 ２６年

担

度 ２５年度

（決算） （

当

決算） （決算） （予算

係

） 事業費内訳

事業費　

業

① 0 18,772 2,

務

993 34,700 合

係

計 2,992,500

8

 円
工事請負費 2,9

4

92,500 円

財
　

5

源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 18,772 2,993 34,700

職員人件費　② 0 1,238 1,227 1,282

総事業費（①



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 40,054 34,049 73,136 35,800 合計 73,135,650 円
委託料 378,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 72,757,650 円

一般財源 40,054 34,049 73,136 35,800

職員人件費　② 2,871 3,183 1,683 1,172

総事業費（①＋②） 42,925 37,232 74,819 36,972

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 公園緑地・緑化
施

　

策体系
施策の内容 公園

刈

の整備・改善

目
　
　
　

谷

的

市民に親しまれ、憩

市

いの場となる公園とす

事

る

主
た
る
内
容

公園内の

務

老朽化した施設の改修

事

をするととも
ため、公

業

園内の施設の充実を図

評

る。 に、新規施設を設

価

置する。

位
置
づ
け

関連

シ

計画  

根拠法令 都市公

ー

園法

対象者 市民 事業期

ト

間 ～

実施方法 ■直営　

（

■委託　□指定管理　

様

□補助・助成　□その

式

他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

都

　
績

２３年度実績 ２４

市

年度実績 ２５年度実績

整

２６年度計画

老朽化し

備

た公園施設の改修や 老

部

朽化した公園施設の改

一

修や 老朽化した公園施

般

設の改修や 老朽化した

会

公園施設の改修や
、新

計

規施設の設置 新規施設

公

の設置 新規施設の設置

園

新規施設の設置
洲原公

施

園バーベキュー場テー

設

洲原公園スロープ改修

設

日高公園・松坂公園防

置

球ネッ
ブル改修 野田公

事

園・青山公園照明施設

業

ト設置
大脇東公園公共

担

下水道切替 受電室改修

当

フローラルガーデン鉄

課

塔塗装
富士塚公園他広

公

場改修 向イ山公園・二

園

本木公園防球 八枚公園

緑

広場改修
竜ヶ根池北広

地

場防球ネット設 ネット

課

設置他 上松公園藤棚設

款

置他
置他

　公園施設の

項

更新及び新規公園施設

目

を設置することで、良

担

好な景観の形成や利用

当

者の安全性、利便性が

係

向上した。

成果

(でき

管

たこと)

　公園施設の

理

老朽化の進行や地区等

係

からの多種多様の要望

8

等に対応するため、年

4

々工事費が増加傾向に

5

ある.
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 70.3 ― 75 76
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



）
比較検証 亀山市に亀山サンシャインパーク(県施設)（東名阪自動車道　亀山パーキングエリア）がある。（―）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 26,565 24,903 40,800 合計 24,902,850 円
工事請負費 24,902,850 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 26,565 24,903 40,800

職員人件費　② 0 5,659 3,857 5,789

総事業費（①＋②） 0 32,224 28,760 46,589

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 公

刈

園の整備・改善

目
　
　

谷

　
的

伊勢湾岸自動車道

市

の刈谷パーキング施設

事

と一

主
た
る
内
容

岩ケ池

務

公園の園路等の施設を

事

改修する。
体となった

業

新たなアミューズメン

評

ト空間の創
出を行い、

価

合わせて岩ヶ池や周辺

シ

の森林を活
かした「自

ー

然とふれあい、遊び、

ト

学ぶ」場を
創出する。

（

位
置
づ
け

関連計画 第2

様

次緑の基本計画　刈谷

式

レストラーレ構想　第

１

2次観光推進基本計画

）

根拠法令 都市公園法

対

会

象者 市民 事業期間 ～

実

計

施方法 ■直営　■委託

名

　□指定管理　□補助

担

・助成　□その他

当部 都市整備部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

会

３年度実績 ２４年度実

計

績 ２５年度実績 ２６年

岩

度計画

　 ミスト噴水埋

ケ

設照明器具取替 園路改

池

修 園路改修
　 オアシス

公

館刈谷外壁改修 空中洞

園

穴遊具改修 林間遊具ゾ

改

ーン改修
　 林間遊具周

修

辺地盤改良 林間遊具改

事

修
　 シイノキ土壌改良

業

　　　―――――――

担

園路改修（平板ブロッ

当

ク面積1,092㎡、

課

アスファルト舗装51

公

0㎡）

成果 空中洞穴遊

園

具及び林間遊具改修、

緑

シイノキ土壌改良

(で

地

きたこと)

課題

(でき

課

なか 

 ったこと)

指

款

標名称（単位）
実績値

項

目標値

２３年度 ２４年

目

度 ２５年度 ２６年度 ２

担

８年度

活動 市民1人当

当

たりの公園面積（㎡）

係

8.52 8.47 8.

工

72 8.72 8.8
指

務

標
成果 東海3県主要集

係

客施設集客順位（位）

8

2 2 2 2 2
指標 （三菱

4

ＵＦＪﾘｻｰﾁ＆ｺﾝ

5

ｻﾙﾃｨﾝｸﾞ調べ）
各務原市に国営木曽三川公園（国施設）(東海北陸自動車道　川島パーキングエリア）がある。（順位4位）

他市との 豊田市に鞍ケ池公園（東海環状自動車道　鞍ケ池パーキングエリア）がある。(―



53 9,365 5,325 合計 9,364,861 円
積立金 9,364,861 円

財
　
源

特定財源 12,400 7,353 9,365 5,325

一般財源 600,000 0 0 0

職員人件費　② 1,077 1,061 1,403 1,466

総事業費（①＋②） 613,477 8,414 10,768 6,791

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 亀城公園等整備基金積立金利
子

２７年度以降の事業費見込 0 公園事業費寄附金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 都

度

市環境

基本施策 公園緑

　

地・緑化
施策体系

施策

刈

の内容 公園の整備・改

谷

善

目
　
　
　
的

亀城公園

市

の再整備を行うととも

事

に、歴史博物

主
た
る
内

務

容

亀城公園等整備基金

事

に寄附金等を編入する

業

。
館の建設及びその周

評

辺施設を整備し、自然

価

に
親しみながら刈谷市

シ

の歴史に触れることが

ー

で
きる魅力ある場所に

ト

整備するために積み立

（

て
を行う。

位
置
づ
け

関

様

連計画  

根拠法令 刈谷

式

市亀城公園等整備基金

１

条例

対象者 市民 事業期

）

間 平成２１年度 ～

実施

会

方法 ■直営　□委託　

計

□指定管理　□補助・

名

助成　□その他

担当部 都市整備部

Ｂ

一

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

般

年度実績 ２４年度実績

会

２５年度実績 ２６年度

計

計画

寄附金5,100

亀

,000円 寄付金15

城

0,000 寄附金3,

公

100,000円 寄附

園

金と運用収入を基金に

等

組
運用収入7,300

整

,000円 運用収入7

備

,200,000 運用

基

収入6,264,86

金

1円 み入れる。
3月補

積

正にて600,000

立

,000円

　寄附金等

事

を亀城公園等整備基金

業

に繰り入れた。2,5

担

28,218,280

当

円（平成26年3月末

課

積立額）

成果

(できた

公

こと)

 
課題

(できな

園

か 

 ったこと)

指標

緑

名称（単位）
実績値 目

地

標値

２３年度 ２４年度

課

２５年度 ２６年度 ２８

款

年度

 
指標

 
指標

 
他

項

市との
比較検証

目 担当係 業務係

8

Ｃ
　

4

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

5

位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 612,400 7,3



きなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

成果 自宅の敷地などの緑化に努めている市民の割合（％ ― 66.5 ― 76 76.8
指標 ）

 
指標

　岡崎市では、本市と同様に生垣設置及び屋上、壁面緑化に対して補助を実施しており、平成25年度は生垣
他市との 設置4件という実績がある。また、安城市の生垣設置に対する補助は、平成25年度で2件という実績がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,090 2,703 1,570 2,749 合計 1,570,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 2,090 2,703 1,570 2,749 交付金 1,570,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 2,154 1,945 2,630 2,748

総事業費（①＋②） 4,244 4,648 4,200 5,

Ｄ

497

建
設
事
業

全体事

　

業費（単位：千円） 0

　

２５年度特定財源名称

　

２５年度迄の累積事業

Ｏ

費 0 都市緑化基金補助

　

金
緑化推進基金積立金

　

利子

２７年度以降の事

∧

業費見込 0

　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 公園緑地・緑化

　

施策体系
施策の内容 緑

刈

化の推進

目
　
　
　
的

緑

谷

化推進基金の運用益を

市

利用して、民有地緑

主

事

た
る
内
容

民有地で行う

務

生垣設置及び屋上、壁

事

面緑化に
化の補助を行

業

い、民有地の緑化を推

評

進する。 対しての補助

価

並びに指定樹木等への

シ

補助を行
う。
　一部、

ー

愛知県都市緑化基金補

ト

助金を利用。

位
置
づ
け

（

関連計画 第2次緑の基

様

本計画

根拠法令 刈谷市

式

緑化推進補助金交付要

１

綱、刈谷市樹木等保存

）

要綱

対象者 市民、事業

会

者 事業期間 平成２１年

計

度 ～

実施方法 ■直営　

名

□委託　□指定管理　

担

■補助・助成　□その

当

他

部 都市整備部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実

会

　
績

２３年度実績 ２４

計

年度実績 ２５年度実績

民

２６年度計画

生垣設置

有

　　　　　  5件 生

地

垣設置　　　　　 1

緑

4件 生垣設置　　　　

化

　  6件 生垣設置　

推

　　　　  8件
屋上

進

緑化　　　　　　1件

事

屋上緑化　　　　　　

業

3件 屋上緑化　　　　

担

　　0件 屋上緑化　　

当

　　　　1件
壁面緑化

課

　　　　　  0件 壁

公

面緑化　　　　　  

園

2件 壁面緑化　　　　

緑

　  0件 壁面緑化　

地

　　　　  1件
指定

課

樹木　　　  1,2

款

03本 指定樹木　　　

項

  1,265本 指定

目

樹木　　　  1,2

担

66本 指定樹木　　　

当

  1,280本
指定

係

樹林　     23

業

,300㎡ 指定樹林　

務

     24,00

係

0㎡ 指定樹林　   

8

  16,600㎡ 指

4

定樹林　     2

6

3,800㎡

　市内民有地で、新規に生垣設置が行われ、緑化の推進について一定の成果があった。

成果

(できたこと)

　民有地の緑化をさらに推進するために、補助事業のさらなる啓発活動に努める必要がある。
課題

(で



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,821 16,145 7,057 3,007 合計 7,057,050 円
委託料 7,057,050 円

財
　
源

特定財源 1,352 2,436 3,148 970

一般財源 5,469 13,709 3,909 2,037

職員人件費　② 861 1,061 982 1,172

総事業費（①＋②） 7,682 17,206 8,039 4,179

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 松くい虫防除事業費補助金

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 公園緑地・緑化
施

　

策体系
施策の内容 自然

刈

環境の保全と再生

目
　

谷

　
　
的

昭和57年度よ

市

り公益重要林（県指定

事

）を設定

主
た
る
内
容

県

務

の松くい虫防除事業費

事

補助金を活用し、刈
し

業

、秋期に特別伐倒駆除

評

を、冬期に薬剤の樹 谷

価

市北部樹林地の松くい

シ

虫の防除を行う。
幹注

ー

入を行い、松くい虫に

ト

よる被害の防止を 　伐

（

倒駆除、薬剤樹幹注入

様

のための駆除委託
図る

式

。 料

位
置
づ
け

関連計画

１

第2次緑の基本計画

根

）

拠法令 森林病害虫等防

会

除法

対象者 市民 事業期

計

間 昭和５２年度 ～

実施

名

方法 □直営　■委託　

担

□指定管理　■補助・

当

助成　□その他

部 都市整備部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

計

年度実績 ２４年度実績

松

２５年度実績 ２６年度

く

計画

特別伐倒駆除15

い

ha、樹幹注入8特別

虫

伐倒駆除15ha、樹

防

幹注入8特別伐倒駆除

除

15ha、樹幹注入8

事

樹幹注入　8.7ha

業

.7ha .7ha .7

担

ha

　枯れ松の特別伐

当

倒駆除や健全な松への

課

薬剤の樹幹注入を行な

公

うことにより、被害拡

園

大の防止に繋がった。

緑

成果

(できたこと)

　

地

樹幹注入の標準単価は

課

上がるが、県の補助金

款

は減少傾向にある。
課

項

題

(できなか 

 った

目

こと)

指標名称（単位

担

）
実績値 目標値

２３年

当

度 ２４年度 ２５年度 ２

係

６年度 ２８年度

成果  

管

公園や緑地が充実して

理

いると思う市民の割合

係

（％ ― 70.3 ― 75

8

76
指標 ）

 
指標

　近

4

隣市では実施していな

6

い。西尾市は薬剤の樹幹注入を実施している。
他市との
比較検証



547,000 円
積立金 547,000 円

財
　
源

特定財源 400 1,156 547 1

一般財源 1,539 0 0 0

職員人件費　② 1,795 1,061 1,403 1,466

総事業費（①＋②） 3,734 2,217 1,950 1,467

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 緑化推進基金積立金利子

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 都市環境

度

基本施策 公園緑地・緑

　

化
施策体系

施策の内容

刈

緑化の推進

目
　
　
　
的

谷

刈谷市緑化推進基金条

市

例に基づき、余剰金等

事

主
た
る
内
容

緑化推進基

務

金に余剰金等を編入し

事

、その運用
を緑化推進

業

基金に繰り入れ、市内

評

の緑化を図 益により、

価

各種緑化事業の推進を

シ

図る。
る。 　根拠法令

ー

 刈谷市緑化推進基金

ト

条例第５条

位
置
づ
け

関

（

連計画  

根拠法令 刈谷

様

市緑化推進基金条例第

式

5条

対象者 市民 事業期

１

間 平成１９年度 ～

実施

）

方法 ■直営　□委託　

会

□指定管理　□補助・

計

助成　□その他

名 担当部 都市整備

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

一

年度実績 ２４年度実績

般

２５年度実績 ２６年度

会

計画

寄附金400,0

計

00円と運用収入か運

緑

用収入から事業費を引

化

いた 運用収入から事業

推

費を引いた 寄附金と運

進

用収入及び繰入金
ら事

基

業費を引いた残金40

金

0,000残金1,1

積

55,852円を繰り

立

入れた残金547,0

事

00円を繰り入れた。

業

から事業費を引いた残

担

金を繰
円を繰り入れた

当

。 。 り入れる。

　運用

課

益を民有地緑化推進事

公

業等に充て、市内の緑

園

化に努めている。

成果

緑

(できたこと)

　
課題

地

(できなか 

 ったこ

課

と)

指標名称（単位）

款

実績値 目標値

２３年度

項

２４年度 ２５年度 ２６

目

年度 ２８年度

 
指標

 

担

指標
 

他市との
比較検

当

証

係 業務係

8 4 6

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,939 1,156 547 1 合計



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 防災
施策体

　

系
施策の内容 災害に強

刈

いまちづくり

目
　
　
　

谷

的

児童福祉施設（児童

市

遊園）の災害復旧を行

事

う

主
た
る
内
容

災害復旧

務

工事に関わる業務
。

位

事

置
づ
け

関連計画  

根拠

業

法令  

対象者 市民 事業

評

期間 ～

実施方法 ■直営

価

　■委託　□指定管理

シ

　□補助・助成　□そ

ー

の他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　

名

実
　
績

２３年度実績 ２

担

４年度実績 ２５年度実

当

績 ２６年度計画

実績な

部

し 実績なし 該当あれば

都

実施 　
　
　
　
　　　―

市

――――――

実績なし

整

成果

(できたこと)

実

備

績なし
課題

(できなか

部

 

 ったこと)

指標名

一

称（単位）
実績値 目標

般

値

２３年度 ２４年度 ２

会

５年度 ２６年度 ２８年

計

度

 
指標

 
指標

 
他市

民

との
比較検証

生施設災害復旧事

Ｃ
　
事

業

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

担

：千円
２３年度 ２４年

当

度 ２５年度 ２６年度 ２

課

５年度

（決算） （決算

公

） （決算） （予算） 事

園

業費内訳

事業費　① 0

緑

0 0 2,000 合計 0

地

 円

財
　
源

特定財源 0

課

0 0 0

一般財源 0 0 0

款

2,000

職員人件費

項

　② 0 0 877 0

総事

目

業費（①＋②） 0 0 8

担

77 2,000

建
設
事

当

業

全体事業費（単位：

係

千円） 0 ２５年度特定

管

財源名称

２５年度迄の

理

累積事業費 0

２７年度

係

以降の事業費見込 0

11 1 1



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 防災
施

　

策体系
施策の内容 災害

刈

に強いまちづくり

目
　

谷

　
　
的

都市計画施設（

市

公園及び街路樹）の災

事

害復旧

主
た
る
内
容

災害

務

復旧工事に関わる業務

事

を行う。

位
置
づ
け

関連

業

計画  

根拠法令  

対象

評

者 市民 事業期間 ～

実施

価

方法 ■直営　■委託　

シ

□指定管理　□補助・

ー

助成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ

名

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

担

年度実績 ２４年度実績

当

２５年度実績 ２６年度

部

計画

実績なし 実績なし

都

該当あれば実施 　
　
　

市

　
　　　――――――

整

―

平成21年度は13

備

件の災害復旧工事を行

部

い、復旧完了した。

成

一

果 平成22年度は1件

般

の災害復旧工事を行い

会

、復旧完了した。

(で

計

きたこと)

 
課題

(で

都

きなか 

 ったこと)

市

指標名称（単位）
実績

計

値 目標値

２３年度 ２４

画

年度 ２５年度 ２６年度

施

２８年度

 
指標

 
指標

設

 
他市との
比較検証

災害復旧事業
担当課

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

公

ト

単位：千円
２３年度

園

２４年度 ２５年度 ２６

緑

年度 ２５年度

（決算）

地

（決算） （決算） （予

課

算） 事業費内訳

事業費

款

　① 0 0 0 5,000

項

合計 0 円

財
　
源

特定

目

財源 0 0 0 0

一般財源

担

0 0 0 5,000

職員

当

人件費　② 0 0 877

係

0

総事業費（①＋②）

管

0 0 877 5,000

理

建
設
事
業

全体事業費（

係

単位：千円） 0 ２５年

1

度特定財源名称

２５年

1

度迄の累積事業費 0

２

3

７年度以降の事業費見

3

込 0


